
事業名 ノーマライゼーションという言葉のいらないまちが取り組む障害者等のまなびの場づくり

事業の趣旨・目的

孤立しがちな方々が社会参加するきっかけづくりと、職場以外の人
間関係を求めている障害者等の居場所づくりを併せた、障害の有無
を問わない生涯学習の場づくりに取り組む。また、それを一時的な
取り組みで終わらせず、自立的に発展するサークル活動や、継続的
な地域イベント等に組み入れ、持続可能な仕組みづくりを目指す。

学習プログラム参加者のレポートを
ユニバーサル就労支援センターのHPにて公開中

▼ユニバーサル就労支援センターHP
https://uwc-rikuzentakata.net/news/

主な対象 精神障害者、軽度知的障害者、ひきこもり等

令和４年度 地域連携による障害者の生涯学習機会の拡大促進 成果概要

事業実施体制

学習プログラムの内容

①自立的なサークル立ち上げに向けた体験学習
⇒苦手克服や学びのためのｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸをサークル活動に発展させる。
②地域イベントでのボランティア体験学習
⇒花火大会等の地域行事を通じ、社会に触れ地域を学ぶ機会を創る。
③市街中心部の店舗でのボランティア体験学習
⇒被災地の復興まちづくりの取組に触れ、地域を学ぶ機会を創る。
④ボランティアセンターでの体験学習
⇒高齢者･困窮者等へのボランティアを通じて相互に学ぶ機会を創る。
⑤ICTツールを活用した学び合い
⇒ICTスキルを学び、オンラインでつながれる機会を創る。

今年度の取組状況

その他研究の詳細など

一般社団法人スナフキン・アンサンブル（所在地：岩手県陸前高田市）

主な連携先
陸前高田市ユニバーサル就労支援センター

三陸花火競技大会実行委員会

【地方公共団体】陸前高田市
【連携協議会】 陸前高田市SDGs推進プラットフォーム会議
【協議会事務局】株式会社日経BP
【連携事業】 陸前高田市ユニバーサル就労支援センター
【事業協力団体】三陸花火競技大会実行委員会

①ヒアリングに基づき「音楽」「手芸」「ミステリー・謎解き」の
サークル化に向けた取組を開始。ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ含め延べ17名が参加。
②三陸花火大会の準備作業を手伝い、大会当日は無料入場できる取
組などを実施。延べ27名が参加。
③惣菜店の清掃作業や下ごしらえを手伝い、報酬として惣菜を持ち
帰れるという取組を実施。延べ6名が参加。
④地域の草刈り作業などにボランティア参加し、併せて芋煮会など
で住民との交流を図る企画を検討中。実施は次年度以降。
⑤精神疾患等を抱える在宅ワーク希望者がオンラインで学び合う機
会を創出。延べ5名が参加。他､HP制作基礎講座を実施し1名が参加。
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